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審 査 の 要 旨 
１ 批評 
ヨアンネス・クリマクスの『楽園の梯子』は、東西を問わずキリスト教霊性史における古典としてその名が
知られる重要な著作であるにもかかわらず、実際にはその内容は具体的には知られてこなかった。本論文は『梯
子』について詳細かつ包括的に分析を試みた国内初の研究である。国際的に見ても、『梯子』の全貌について
扱った研究は K・Wareによる英訳の Introductionの他には見当たらない。本論文の著者は、『梯子』の全邦
訳（無論、本邦初である）を別途完成しており、本論文は著者独自の視点からその全体像の解明を試みたもの
である。『梯子』のテキストそのものも未だ完全な校訂版が存在せず、翻訳に際しても古注等から解釈を補う
必要があるなどの研究上の困難がある。また、日本で知られる「キリスト教」は西方的キリスト教（カトリッ
ク、プロテスタント）であり、そもそもクリマクスが属する東方キリスト教の伝統自体がほとんど知られてい
ない。その意味で、著者の仕事には高い学術的価値があるものと考えられる。 
特に、『梯子』は、厳しい禁欲的修行をこととする修道士に向けてその「師父」が語る、というきわめて特
殊な文脈を背景とする著作であり、また文体的にも比喩的・修辞的表現が多用されており、一般人の理解を困
難にしている面がある。本論文は、そうした『梯子』が一般の現代人に対しても一つの「問いかけ」として持
ちうる意味を提示すべく解明を進めており、そのために著者が払った努力は高く評価するに値する。 
ただし本研究には課題も残っている。 
まず、上述した『梯子』の性格から来る研究対象としての困難、さらには著者の情熱が先行した結果、著者
自身による客観的叙述となる地の文もやや修辞的な文体に流れてしまっている感がある。また、クリマクスの
テキストの翻訳部分に関して、さらなる解釈上の検討と訳文の彫琢の余地を窺わせる箇所が散見される点でも
課題が残る。 
しかしながら、これらの課題は、クリマクスの『梯子』の包括的な意味について可能な限りにおいて明瞭に
探求を試みた本論文のすぐれた学的成果としての価値を損なうものではない。ゆえに、本論文は博士学位請求
論文として十分な学術価値を有するものと認めることができる。 
 
２ 最終試験 
 令和元年７月２３日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論文
について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。なお、学力の確認は、著者が「人文社
会科学研究科論文審査等実施細則」第 10条（1）に該当することから免除し、審議の結果、審査委員全員一
致で合格と判定された。 
 
３ 結論 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（文学）の学位を受けるに十分な資格を有す
るものと認める。 
 
